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1. 2020年12月期第2四半期の業績（2020年1月1日～2020年6月30日）

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2020年12月期第2四半期 690 △3.5 6 △81.4 11 △68.8 8 △68.1

2019年12月期第2四半期 715 ― 35 ― 37 ― 25 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2020年12月期第2四半期 3.84 ―

2019年12月期第2四半期 12.03 ―

（注）１．2018年12月期第２四半期については、四半期財務諸表を作成していないため、2019年12月期第２四半期の対前年四半期増減率は記載しておりま

　　　　　せん。

　　　２．当社は、2019年７月１日付で普通株式１株につき３株の割合で株式分割を行っております。2019年12月期の期首に当該株式分割が行われたと仮

　　　　　定して、１株当たり四半期純利益を算定しております。

　　　３．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

(2) 財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2020年12月期第2四半期 529 301 56.9

2019年12月期 572 293 51.1

（参考）自己資本 2020年12月期第2四半期 301百万円 2019年12月期 293百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2019年12月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00

2020年12月期 ― 0.00

2020年12月期（予想） ― 0.00 0.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2020年12月期の業績予想（2020年 1月 1日～2020年12月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 1,522 1.0 47 △40.4 54 △37.8 36 △40.5 16.92

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：有



※ 注記事項

(1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（注）詳細は、添付資料８ページ「２．四半期財務諸表及び主な注記（４）四半期財務諸表に関する注記事項（四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の
適用）」をご覧ください。

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(3) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2020年12月期2Q 2,130,000 株 2019年12月期 2,130,000 株

② 期末自己株式数 2020年12月期2Q ― 株 2019年12月期 ― 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2020年12月期2Q 2,130,000 株 2019年12月期2Q 2,130,000 株

（注）当社は、2019年７月１日付で普通株式１株につき３株の割合で株式分割を行っております。2019年12月期の期首に当該株式分割が行われたと

　　　仮定して、「期末発行済株式数」及び「期中平均株式数」を算定しております。

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の
業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等につきましては、添付
資料３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（４）業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、消費税増税による消費者心理の冷え込みや新型コロナウィルス感

染の第二波襲来の脅威増大により、景気の先行きは不透明な状況となっております。

 リフォーム業界におきましては、リフォーム工事の事業者数は年々増加しており、専門会社以外のハウスメーカ

ーや住宅設備メーカー、ホームセンターなど多岐にわたっております。

 このような経済環境の中、当社では、北海道・東北エリアの北ブロックと関東エリアの関東ブロックに分け、こ

の二本柱による営業展開を図り、営業活動を行ってまいりました。また、先々を見据えたエリア拡大のための基礎

を固めるべく積極的に採用活動を行い、人材育成及び営業力強化に注力した体制作りを継続してまいりました。

 しかし、新型コロナウィルス感染拡大に伴う経済及び雇用等に対する先行き不安から、関東エリアを中心に消費

マインドの低下が顕著に見られました。

 これらにより当第２四半期累計期間における売上高は690,764千円（前年同期比3.5％減）、営業利益は6,615千

円（前年同期比81.4％減）、経常利益は11,776千円（前年同期比68.8％減）、四半期純利益は8,182千円（前年同

期比68.1％減）となりました。

 

 セグメント別の経営成績は、以下のとおりであります。 

 

（外壁リフォーム工事） 

 外壁リフォーム工事については、営業部の人員増加及び人材育成及び新規出店に伴い販売費及び一般管理費が増

加し、売上高は611,853千円（前年同期比3.8％減）、セグメント利益は59,452千円（前年同期比30.7％減）となり

ました。

 なお、地域ごとの売上高の内訳としては、北海道地区（１支店）344,605千円（前年同期比14.4％増）、東北地

区（１支店）78,333千円（前年同期比38.5％減）、関東地区（３支店）188,914千円（前年同期比8.7％減）となり

ました。

 

（その他リフォーム工事） 

 その他リフォーム工事については、法人向け工事の受注数が増加したため、売上高は40,773千円（前年同期比

66.8％増）、セグメント利益は1,845千円（前年同期はセグメント損失194千円）となりました。

 

（材料販売） 

 材料販売については、受注数が大幅に減少し、売上高は38,136千円（前年同期比31.2％減）、セグメント利益は

5,079千円（前年同期比30.4％減）となりました。

 

（２）財政状態に関する説明 

（資産）

 当第２四半期会計期間末における流動資産は343,713千円となり、前事業年度末と比べ44,951千円減少いたしま

した。これは主に棚卸資産が18,477千円増加した一方で、現金及び預金が29,966千円減少、完成工事未収入金が

31,984千円減少したことによるものであります。固定資産は185,373千円となり、前事業年度末と比べ1,191千円増

加いたしました。これは主に保険積立金が1,359千円増加したことによるものであります。

 この結果、総資産は529,087千円となり、前事業年度末と比べ43,760千円減少いたしました。

 

（負債） 

 当第２四半期会計期間末における流動負債は178,873千円となり、前事業年度末と比べ38,989千円減少いたしま

した。これは主に工事未払金が11,363千円増加した一方で、短期借入金が20,000千円減少、未払金が5,620千円減

少、未払費用が10,812千円減少、未払法人税等が10,536千円減少したことによるものであります。固定負債は

49,022千円となり、前事業年度末と比べ12,953千円減少いたしました。これは主に長期借入金が6,342千円減少、

預り敷金保証金が6,035千円減少したことによるものであります。

 この結果、負債合計は227,895千円となり、前事業年度末と比べ51,942千円減少いたしました。

 

（純資産） 

 当第２四半期会計期間末における純資産合計は301,191千円となり、前事業年度末と比べ8,182千円増加いたしま

した。これは四半期純利益8,182千円を計上したことにより、利益剰余金が同額増加したためであります。

 この結果、自己資本比率は56.9％（前事業年度末は51.1％）となりました。
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（３）キャッシュ・フローに関する説明

 当第２四半期累計期間における営業活動の結果獲得した資金は6,439千円（前年同期比29.4％増）となりまし

た。

 これは主として、税引前四半期純利益11,776千円に対し、売上債権の減少額30,755千円、仕入債務の増加額

13,215千円、減価償却費5,808千円の資金増加要因があった一方で、たな卸資産の増加額18,477千円、未払費用の

減少額10,812千円、法人税等の支払額14,866千円の資金減少要因があったことによるものです。

 投資活動の結果使用した資金は、6,495千円（前年同期比26.0％増）となりました。

 これは主として、有形固定資産の取得による支出4,417千円、保険積立金の積立による支出1,359千円の資金減少

要因があったことによるものです。

 財務活動の結果使用した資金は、29,910千円（前年同期比196.2％増）となりました。

 これは、短期借入金の返済による支出20,000千円、長期借入金の返済による支出9,342千円の資金減少要因があ

ったことによるものです。

 この結果、当第２四半期会計期間末における現金及び現金同等物の残高は、144,220千円となりました。

 

（４）業績予想などの将来予測情報に関する説明

 通期業績予想につきましては、2020年２月13日公表の「2019年12月期決算短信〔日本基準〕（非連結）」から修

正しております。詳細につきましては、2020年８月11日に公表しました「2020年12月期 第２四半期累計業績予想

と実績値との差異及び2020年12月期通期業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。
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２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

    （単位：千円） 

  前事業年度 
(2019年12月31日) 

当第２四半期会計期間 
(2020年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 174,187 144,220 

完成工事未収入金 156,392 124,408 

売掛金 4,317 5,546 

原材料及び貯蔵品 32,163 28,460 

未成工事支出金 11,725 33,905 

前払費用 6,501 5,937 

その他 3,378 1,235 

流動資産合計 388,665 343,713 

固定資産    

有形固定資産    

建物 42,582 43,282 

減価償却累計額 △16,511 △17,227 

建物（純額） 26,071 26,055 

車両運搬具 1,550 1,810 

減価償却累計額 △1,049 △1,364 

車両運搬具（純額） 500 445 

工具、器具及び備品 32,601 36,059 

減価償却累計額 △19,436 △22,621 

工具、器具及び備品（純額） 13,165 13,437 

土地 57,821 57,821 

リース資産 10,814 10,814 

減価償却累計額 △581 △1,163 

リース資産（純額） 10,232 9,650 

有形固定資産合計 107,789 107,409 

無形固定資産    

ソフトウエア 2,527 1,516 

無形固定資産合計 2,527 1,516 

投資その他の資産    

敷金及び保証金 60,804 61,364 

保険積立金 6,804 8,164 

長期前払費用 190 117 

繰延税金資産 4,814 5,550 

その他 1,250 1,250 

投資その他の資産合計 73,864 76,447 

固定資産合計 184,182 185,373 

資産合計 572,847 529,087 
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    （単位：千円） 

  前事業年度 
(2019年12月31日) 

当第２四半期会計期間 
(2020年６月30日) 

負債の部    

流動負債    

買掛金 2,564 4,415 

工事未払金 87,175 98,539 

短期借入金 20,000 - 

1年内返済予定の長期借入金 14,184 11,184 

リース債務 1,140 1,147 

未払金 12,356 6,736 

未払費用 41,495 30,682 

未払法人税等 14,566 4,030 

未成工事受入金 1,369 942 

前受金 2,514 2,800 

預り金 1,745 3,875 

完成工事補償引当金 4,230 4,390 

損害賠償引当金 2,149 － 

前受収益 314 314 

その他 12,057 9,814 

流動負債合計 217,862 178,873 

固定負債    

長期借入金 16,084 9,742 

リース債務 9,004 8,428 

預り敷金保証金 36,888 30,852 

固定負債合計 61,976 49,022 

負債合計 279,838 227,895 

純資産の部    

株主資本    

資本金 65,424 65,424 

資本剰余金    

資本準備金 20,424 20,424 

資本剰余金合計 20,424 20,424 

利益剰余金    

その他利益剰余金    

繰越利益剰余金 207,161 215,343 

利益剰余金合計 207,161 215,343 

株主資本合計 293,009 301,191 

純資産合計 293,009 301,191 

負債純資産合計 572,847 529,087 
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（２）四半期損益計算書

（第２四半期累計期間）

    （単位：千円） 

 
 前第２四半期累計期間 
(自 2019年１月１日 
 至 2019年６月30日) 

 当第２四半期累計期間 
(自 2020年１月１日 

 至 2020年６月30日) 

売上高    

完成工事高 660,190 652,627 

材料売上高 55,424 38,136 

売上高合計 715,614 690,764 

売上原価    

完成工事原価 374,130 371,403 

材料売上原価 46,057 31,322 

売上原価合計 420,188 402,725 

売上総利益 295,425 288,039 

販売費及び一般管理費 259,784 281,423 

営業利益 35,641 6,615 

営業外収益    

受取利息 439 436 

賃貸収入 1,713 1,713 

受取保険金 315 2,527 

その他 349 1,024 

営業外収益合計 2,817 5,701 

営業外費用    

支払利息 333 200 

賃貸収入原価 225 218 

その他 111 121 

営業外費用合計 669 541 

経常利益 37,789 11,776 

特別利益    

保険解約益 1,179 - 

特別利益合計 1,179 - 

税引前四半期純利益 38,969 11,776 

法人税等 13,335 3,594 

四半期純利益 25,634 8,182 
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書

    （単位：千円） 

 
 前第２四半期累計期間 
(自 2019年１月１日 
 至 2019年６月30日) 

 当第２四半期累計期間 
(自 2020年１月１日 

 至 2020年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税引前四半期純利益 38,969 11,776 

減価償却費 3,770 5,808 

完成工事補償引当金の増減額（△は減少） 90 160 

損害賠償引当金の増減額（△は減少） － △2,149 

受取利息 △439 △436 

支払利息 333 200 

保険解約益 △1,179 － 

売上債権の増減額（△は増加） △51,249 30,755 

たな卸資産の増減額（△は増加） △16 △18,477 

敷金及び保証金の増減額（△は増加） △445 △559 

仕入債務の増減額（△は減少） 30,002 13,215 

未払金の増減額（△は減少） △2,844 △5,620 

未払費用の増減額（△は減少） 3,737 △10,812 

前受金の増減額（△は減少） － 286 

預り敷金保証金の増減額（△は減少） △604 △6,035 

その他の増減額（△は減少） △669 2,957 

小計 19,454 21,070 

利息の受取額 439 436 

利息の支払額 △270 △200 

法人税等の支払額 △14,646 △14,866 

営業活動によるキャッシュ・フロー 4,976 6,439 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △6,916 △4,417 

貸付けによる支出 － △1,006 

貸付金の回収による収入 383 288 

保険積立金の積立による支出 △1,421 △1,359 

保険積立金の解約による収入 2,799 － 

投資活動によるキャッシュ・フロー △5,154 △6,495 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） － △20,000 

長期借入金の返済による支出 △10,098 △9,342 

リース債務の返済による支出 － △568 

財務活動によるキャッシュ・フロー △10,098 △29,910 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △10,275 △29,966 

現金及び現金同等物の期首残高 136,748 174,187 

現金及び現金同等物の四半期末残高 126,472 144,220 
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（４）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

（四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

 税金費用については、当第２四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実

効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（追加情報）

 固定資産の減損及び繰延税金資産の回収可能性の判定・評価にあたり、当社の事業活動における新型コロナウィ

ルス感染症拡大に伴う影響については、感染者数再増加により収束時期等を正確に予測することは困難な状況では

ありますが、当事業年度末まで続くと仮定を置き、会計上の見積りを行っております。なお、将来における実績値

に基づく結果が、これらの見積り及び仮定とは異なる可能性があります。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期累計期間（自 2019年１月１日 至 2019年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

           （単位：千円） 

  報告セグメント 
調整額 
（注）１ 

四半期損益計
算書計上額
（注）２  

外壁リフォー
ム工事 

その他リフォ
ーム工事 

材料販売 計 

売上高            

外部顧客への売上高 635,743 24,446 55,424 715,614 － 715,614 

セグメント間の内部売

上高又は振替高 
3,212 － － 3,212 △3,212 － 

計 638,955 24,446 55,424 718,827 △3,212 715,614 

セグメント利益又は損失

（△） 
85,751 △194 7,296 92,853 △57,211 35,641 

 （注）１．調整額は以下のとおりであります。

セグメント利益又は損失(△)の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社費用△57,211千円であり

ます。全社費用は主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

２．セグメント利益又は損失(△)は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

Ⅱ 当第２四半期累計期間（自 2020年１月１日 至 2020年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

           （単位：千円） 

  報告セグメント 
調整額 
（注）１ 

四半期損益計
算書計上額
（注）２  

外壁リフォー
ム工事 

その他リフォ
ーム工事 

材料販売 計 

売上高            

外部顧客への売上高 611,853 40,773 38,136 690,764 － 690,764 

セグメント間の内部売

上高又は振替高 
1,797 － － 1,797 △1,797 － 

計 613,651 40,773 38,136 692,562 △1,797 690,764 

セグメント利益 59,452 1,845 5,079 66,377 △59,761 6,615 

 （注）１．調整額は以下のとおりであります。

セグメント利益の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社費用△59,761千円であります。全社費

用は主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

２．セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

(重要な後発事象)

 該当事項はありません。 
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